
４月の行事予定

9 日(月) 始園式（１号午前保育）

10 日(火)～ 1 号新入園児慣らし保育

14 日(土) 入園式・新年度クラス会

未定 田植え､

未定 交通安全教室

おゆうぎ会が終わってから、楽しみにしていたお別

れ遠足に出かけてきました。この日はお天気にも恵ま

れ、春の暖かな日差しを感じながら手をつないで、お散

歩気分で歩いて行きました。もうすぐ一年生になる年

長児が、めぐみ組の小さなお友だちの手をやさしく引

いて歩く姿は、とても微笑ましいものです。

先日、おゆうぎのお稽古で見せ合いをしている時の

こと。年長児が小さなお友だちのおゆうぎを見ながら

「めぐみ組さん、かわい～～!!」と、目を細めながらしみ
じみとつぶやいたのです。その姿はまさしく、小さき者

を愛でる美しいものでした。そして、小さき者を愛おし

む気持ちは、他者のために何かしてあげたいという”奉

仕の心”を育てていく大切なものだと確信しました。

子どもたちが成長していく過程で、自分の事だけで

なく、目が外へ向き始め、他者と関わりを持ち始めるこ

とによって一人一人の世界が広がります。「楽しい

な！」「あの子素敵だな！」「一緒に手をつなぎたい

な !」「ぼくもしたいな～」と、心が動き始めるのです。
一人一人の心が動いて主体的に遊び出すときに、自

信や達成感に繋がっていくのでしょう。集団の中での育

ち合いが何よりも嬉しいと

感じた一日でした。

さあ、卒園･進級の時。互

いの成長を喜び、希望を持

って新しい生活に進んでほ

しいものです。 園長

今月の聖句 「愛はけっしてたえることがありません」
Ⅰコリント13:8

愛をあらわす言葉に４種あります。友愛･友情の愛（フィレオー）、異性を求める愛（エロス）愛国心の

愛（ストルゲー）そして博愛（アガペー）です。「今月のことば」は博愛についてです。以下、使用する表現

の愛はすべてアガペー愛であります。

「たとえ、あらゆる奥義と知識とに通じていても、また山を移すほどの強い信仰があっても、もし愛がなけれ

ば無に等しい。たといまた、自分の全財産を人に施しても、愛がなければいっさいは無益である。

愛は寛容でであり、愛は情け深い。また、ねたむことをしない。愛は高ぶらない、誇らない、無作法をしな

い、自分の利益を求めない、いらだたない、恨みを抱かない。不義を喜ばないで真理を喜ぶ。そして、す

べてを忍び、すべてを信じ、すべてを耐える。愛はいつまでも絶えることがない。」（以上コリント人への手紙１

３章２節～８節引用） このアガペー愛が世界に根付くなら、平和は間違いなく確立します。

西之表基督教会牧師・前理事長 池田公榮
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学
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長

おもちゃを取られても取り返せなくて、

じれったいんです

今井和子先生の

「０歳児から５歳児行動の意味とその対応」より 対応法

安心感を与えることが、子どもを強くします

「２歳児 おもちゃを取られても取り返せない 」

そんな場面に遭遇したら、

「お母さんと一緒に返してっていってみる？」と子ども

に聞いたり、その場で「取らないでね」とお母さんがいっ

てあげることも大事です。

取られまい、とする行動を見せたら、そばに行って、「取

行動の意味 らないでって思っているのね」と言葉にしましょう。お母

子どもの個性であり、決して弱虫ではありません さんが子どもの気持ちを代弁してあげることで、訴えれば

返してもらえるんだ、ということがわかり、自分でもだん

子どもには、一人ひとりにかけがえのない個性があります。 だんいえるようになっていきます。守ってもらえている、

生まれつき内気な子や、おとなしくて、「返して」といえな という安心感から子どもも強くなっていきます。今おとな

い子がいることを理解しましょう。決して、「弱虫ね、返し しくても、それがずっと続くわけではありません。何かの

てもらいなさい」「情けない」などと大人の気持ちを子ども きっかけで自信がついてくれば、いえるよ

にぶつけてしまわないこと。子どもの気持ち うになります。

を受け止め、どうしたらいいかを伝え、子ど 今はこれでいいと、気楽に考えましょう。

もを守ってあげましょう。

悩み

退職のお知らせ

遠藤美保保育教諭が３月末日をも

って退職致します。皆様には大変お

世話になりました。今までのご支援

に心より感謝申し上げます。

星とたんぽぽ 金子みすゞ
青いお空のそこふかく、
海の小石のそのように、
夜がくるまでしずんでる、
星のお星はめにみえぬ。
見えぬけれどもあるんだよ、
見えぬけれどもあるんだよ。

ちってすがれたたんぽぽの、
かわらのすきにだァまって、
春のくるまでかくれてる、
つよいその根はめにみえぬ。
見えぬけれどもあるんだよ、
見えぬけれどもあるんだよ。

３月の行事予定

2 日(金) 参観日（３･４･５才）

3 日(土) 参観日（２才）

8 日（木）弁当の日

17 日（土）第 60 回卒園式

父母の会総会

20 日（火）修了式（１号午前保育）

22 日（木）入園準備説明会（1・2 号）

24 日（土）入園準備説明会（３号）

30･31 日 休園日（新年度準備の為）

２０１７年度 年主題〈愛されて育つ〉

1･2歳児３月主題 ｢おおきくなる｣ 3･4･5歳児３月主題 「希望」

月のねがい 月のねがい

◎大きくなったことを神さまに感謝し、共に喜ぶ ◎これからもイエスさまと共に歩みたいと願う

◎外に出て、自分から早春の自然を見つけふれる ◎友だちと信頼し合い、楽しさを共感し喜ぶ

◎保護者や保育者間の丁寧な連携の中で安心して進級する ◎お互いの成長を喜び、新しい生活に期待をもつ


